
 

 

 

 

 

 

 

              

12 月 21 日（水）３時間目、プレイルームでクリスマス会。先生たちによ

る息の合ったトーンチャイムの演奏に、子どもたちは静かに聞き入りました。

「なんていう曲ですか。」という質問に、「アメイジング・グレイス」と元気に

答えていました。その後、大きなプレゼントを持ったサンタさんとトナカイさ

んがやって来て、一人ひとりと触れ合いながらプレゼント（お菓子）をもらい

ました。お礼にジングルベルの歌のプレゼント。最後はティータイム。みんなでお菓子を楽しみました。 

 

 

１月 16 日（月）に中学部カルタ会が行われました。今年目をひいたのは、

３年生の成長ぶりです。和歌の上の句を聞くやいなや、「パンッ」と札をはじ

く生徒が何人もいて、本格的なカルタ会になりました。遊びの中にも着実な成

長が見られて、とてもうれしくなりました。１年生も来年、再来年と、百人一

首への興味関心がきっと深まっていくことでしょう。坊主めくりも盛り上がり

ました。最後に坊主をひいてしめくくってくれた時は、皆大笑いで、中学部が一体になった瞬間でした。 

  

 

３回目は、舞子高校で行われた震災メモリアル行事に参加しました。これ

は、１．１７震災メモリアル行事「阪神・淡路大震災を忘れないー２１世紀

を担う私たちの使命」と題して行われ、阪神・淡路大震災での被災体験を風

化させず、語り継ごうという行事です。全体会では、被災者の思いを歌にし

ての追悼演奏会と、熊本地震で被災された熊本大学の職員の方からの生々し

い体験を聞かせていただきました。熊本地震の写真をたくさん見せていただき、生徒たちも遠く離れた場所

での出来事ながら、熱心に耳を傾けていました。 

分科会の前半は、約３０名の舞子高校生の前で、本校生徒２名が本校の歴史や成り立ち、授業の様子など

の紹介を行いました。多少の緊張はありましたが、しっかり理解してもらえたと思います。後半は、視覚障

害と点字の導入についてパワーポイントを使って説明し、実際に点字用紙に書かれた単語を読み取ってもら

いました。なかなか思うように分からず苦労していた生徒もいましたが、読み取れると、皆満足そうにして

いました。このような交流を今後も継続していくべきだと実感しました。 

 

 

 12 月 20 日（火）今年で 3 回目となる垂水東中学校卓球部とのサウンド

テーブルテニスの交流が行われました。本校生徒による簡単なルール説明と

デモンストレーションの後、ゲーム形式で交流。始めはアイシェードを着け

ずに行い、いつもと力加減が違う卓球に、戸惑いながらも返球。その後、ア

イシェードをつけて挑戦！ボールの音に耳を澄ませてラケットを振っては

みるものの、はじめはなかなかボールに当たらなかったりネットにひっかけたりしていました。少しずつ慣

れ、ラリーができ、ゲームを楽しむことができました。はじめはお互いに緊張していて静かだった卓球室で

すが、時間がたつにつれて本校生徒からのアドバイスの声や笑い声などもあり、サウンドテーブルテニスを

通じて楽しい交流となりました。 
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